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長門市議会だより　2024.5.1 ２

　江原達也市長は施政方針の中で「『住みたい』『住んで良かった』『これからも住み続けたい』
と心から思っていただけるまちの創出に向け、『５つの挑戦』を重点施策に位置付け、第２次長
門市総合計画後期基本計画の推進を図ることを目指して予算を編成した」と述べています。

令和６年度予算の詳しい内容
は、長門市広報「知っちょこ」
令和６年４月号のＰ４～ 11 に
も掲載されています。

会 計 名 令和６年度
当初予算

前年度
当初予算比

一 般 会 計 22,590,000 ＋ 1,977,000

国 民 健 康
保 険 事 業 5,001,000 ▲ 137,656

湯本温泉事業 13,857 ▲ 20,404

介護保険事業 4,302,121 ▲ 36,284

後 期 高 齢 者
医 療 事 業 864,005 ＋ 112,467

合 計 32,770,983 ＋ 1,895,123

（単位：千円）

令
和
６
年
度
施
政
方
針

切れ目のない一貫した子育て支援

誰もが『健幸』で
安心して暮らせるまちづくり

地域経済の活性化

観光地ブランドの深化

災害に強い基盤の構築

第２次長門市総合計画後期基本計画の推進
( ７つの基本目標 )

挑戦１

挑戦２

挑戦３

挑戦４

挑戦５

＋
（単位：億円）

一
般
会
計
当
初
予
算
の
推
移

２
期
目
の
市
政
運
営
で
初
の
当
初
予
算
編
成

あわせて読みたい ‼

令和６年度一般会計当初予算

　 賛 成 多 数 で
後期基本計画の着実な推進を図りつつ、

人口減少対策など「５つの挑戦」への対応

　３月定例会は２月 16 日（金）から３月 21 日（木）までの 35 日間
の会期で開きました。令和６年度一般会計予算や議員提出議案を含む
39 議案を審査し、可決・同意・承認・適任としました。

３月
定例会

可 決



2024.5.1　長門市議会だより３

令和６年度一般会計当初予算

　 賛 成 多 数 で

　「中学校部活動地域移行」について、市内中学生
が共通の種目選択肢を確保した上でスポーツや文化
芸術活動に持続的に親しむことができる環境づくり
のための準備を行うものです。

　観光基本計画に基づき「満足度の高い充実した“な
がと時間” の創出」を目指し、アウトドアの振興、
滞在型観光の推進を図ると同時に、情報発信を行い

「旅ナカ」時間の充実を目指すものです。

戦略的産業基盤強化事業
　　　　８億９，３０５万円

満足度の高い「ながと時間」創出事業
１億１４９万円

油谷地区小さな拠点づくり推進事業
７億３，３３６万円

　地域における雇用の拡大と経済の活性化を図るた
め、戦略的な企業誘致活動を推進するとともに、三
隅地区の既存施設を再利用する IT 関連企業等集積
拠点施設について、整備工事に着手するものです。

中学校部活動地域移行事業
５９３万円

　旧油谷支所庁舎解体後、新庁舎（RC 造平屋建
470 ㎡）及び複合施設（軽量 S 造平屋建 696 ㎡）
を整備するものです。

住まい快適リフォーム助成事業
１，７６３万円

　少子高齢化やライフスタイルの変化に対応する住
宅リフォーム工事に補助を行い、市民がより快適・
安心に過ごすことができる住まいの形成を図るもの
です。

仙崎地区活性化事業
２，４７７万円

　令和５年度に締結した、ホテル開発を行う特別目
的会社との開発協定に基づき、仙崎地区交流拠点施
設敷地内にある整備候補地の測量設計及び造成費を
計上するものです。

小・中学校給食費無償化事業
１億３６１万円

　子育て世帯の経済的な負担軽減を図り、全ての児
童生徒が安心して学べる教育環境を整備するため、
学校給食費を無償化するものです。

西消防署庁舎建設事業
３億４，１２１万円

　昭和４９年に建設され、老朽化が進行している現
在の西消防署庁舎を建て替え、防災活動拠点として
の機能向上を図るものです。

予定されている主な事業

Pick Up!

合 併 後 最 大 の 225 億 9,000 万 円



開
業
ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
。

開
業
予
定
が
３
カ
月
ず
れ
込

ん
で
い
る
こ
と
に
対
し
て
、

計
画
の
ず
さ
ん
さ
を
感
じ
て
い
る
。

修
正
案
を
可
と
す
る
こ
と
で

交
付
金
や
起
債
等
が
廃
止
さ

れ
、
国
や
県
と
の
関
係
性
に
悪
影

響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

が
、
見
解
を
尋
ね
る
。

国
や
県
と
の
関
係
性
が
悪
く

な
る
と
い
う
理
由
で
、
建
物

の
具
体
的
な
内
容
が
明
ら
か
で
な

い
予
算
を
通
す
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
市
は
ど
の
よ
う
な
質
疑
に
も

耐
え
ら
れ
る
資
料
を
用
意
し
て
お

く
べ
き
だ
っ
た
。

　

討
論
の
の
ち
、
最
初
に
修
正
案

に
対
す
る
採
決
を
行
い
、
賛
成
少

数
（
賛
成
４
人
）
で
否
決
し
、
続

い
て
原
案
に
対
す
る
採
決
を
行
い
、

賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
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三
隅
地
区
の
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
等
集
積
拠
点

整
備
工
事
費
の
削
減
を
求
め
る
修
正
案　

否
決

戦
略
的
産
業
基
盤
強
化
事
業

８
億
９
３
０
５
万
円

　

令
和
６
年
３
月
14
日
の
予
算
決
算
委

員
会
に
お
い
て
、
若
者
の
希
望
す
る

雇
用
の
場
の
確
保
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
、
三
隅
地
区
の
既

存
施
設
を
再
利
用
し
、
Ｉ
Ｔ
関
連
企
業

等
集
積
拠
点
施
設
を
整
備
す
る
予
算

８
億
１
０
３
０
万
９
０
０
０
円
の
削
除

を
求
め
る
修
正
案
が
田
中
千
秋
委
員
か

ら
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

田
中
委
員
か
ら
「
本
市
の
ハ
ー
ド
整

備
事
業
は
過
去
の
事
例
を
見
て
も
疑
問

の
残
る
点
が
多
く
、
計
画
書
や
設
計
図

が
な
い
現
時
点
で
は
予
算
を
通
す
こ
と

は
で
き
な
い
」
と
の
提
案
理
由
が
あ
り
、

提
出
者
へ
の
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

Ｉ
Ｔ
関
連
企
業
等
集
積
拠
点
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
は
是
と
す

る
立
場
な
の
か
。

施
設
整
備
に
つ
い
て
は
賛
成
す

る
も
の
だ
が
、
こ
の
建
物
に
関

す
る
情
報
が
不
透
明
な
ま
ま
で
巨
額
の

予
算
を
つ
ぎ
込
む
こ
と
に
は
疑
義
が
あ

り
、
市
民
に
説
明
が
つ
か
な
い
。

議
会
は
こ
う
見
る

事
業

▲施設整備後のイメージパース（湯免地区の旧山口福祉専門学校）

修正案に対する意見

反対

田村大治郎委員

こし、市内企業の業績の底上げと雇用拡大を実
現しようとする、このような機会はおそらくラ
ストチャンスである。

市内産業とのマッチングによっ
て人工的にイノベーションを起

金等を活用しているため、修正案を可とすれば、
国・県との関係性を崩すことになる。

用地・建物の購入が無駄となり、
デジタル田園都市国家構想交付

賛成

綾城美佳委員

持するために多額の税金を投入していくことで、住
民サービスに影響が出るのではないか。

経済効果をもたらすのかを数字で
市民に示す必要があり、施設を維

討　論

中平裕二委員林 哲也委員

得ず、修正案を認めることは施設整備に賛成す
る立場を追認することになる。

費用対効果も定かではないこの
事業への投資は疑問視せざるを

問答

問答問答



無
償
化
に
よ
る
保
護
者
の
手
続
き

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

市
内
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生

徒
の
手
続
き
は
必
要
な
い
が
、
萩

総
合
支
援
学
校
の
児
童
生
徒
に
つ
い
て

は
、
特
別
支
援
学
校
の
就
学
奨
励
費
等

で
給
食
費
が
補
助
さ
れ
る
場
合
が
多
い

こ
と
か
ら
、
年
度
末
に
保
護
者
の
負
担

額
が
確
定
す
る
時
点
で
補
助
金
申
請
を

し
て
い
た
だ
き
、
償
還
払
い
と
い
う
形

で
の
手
続
き
を
考
え
て
い
る
。

５
月
上
旬
か
ら
約

270
日
間
を
予
定

し
て
お
り
、
令
和
６
年
度
内
に
は

完
成
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

１
歳
児
健
康
診
査
料
を
補
助
す
る

事
業
だ
が
、
周
知
方
法
を
尋
ね
る
。

母
子
健
康
手
帳
を
交
付
す
る
際
や

妊
娠
後
期
の
面
談
、
赤
ち
ゃ
ん
訪

問
等
に
併
せ
て
、
チ
ラ
シ
等
に
よ
り
事

業
の
周
知
を
行
い
、
受
診
票
を
交
付
す

る
予
定
と
し
て
い
る
。
併
せ
て
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
ア
プ
リ
、
告
知
放
送
等
で

広
報
活
動
を
行
う
。
ま
た
、
既
に
母
子

健
康
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
方
や

１
歳
を
迎
え
る
ま
で
の
お
子
さ
ん
が
い

る
世
帯
に
対
し
て
は
、
４
月
以
降
、
受

診
票
の
送
付
を
予
定
し
て
い
る
。

５ 2024.5.1　長門市議会だより

ア
ウ
ト
ド
ア
ツ
ー
リ
ズ
ム
基
本

構
想
の
実
施
設
計
業
務
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

伊
上
地
区
の
キ
ャ
ン
プ
場
の
拡
張

に
つ
い
て
、
令
和
６
年
度
当
初
か

ら
業
者
選
定
を
開
始
し
、
令
和
６
年
度

中
の
実
施
設
計
完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

問答 満
足
度
の
高
い
「
な
が
と
時
間
」

創
出
事
業        

１
億
１
４
９
万
円

仙
崎
地
区
の
活
性
化
は
道
の
駅
セ

ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
内
の
ホ
テ
ル
建
設

だ
け
な
の
か
、
何
か
付
随
す
る
も
の
が

あ
る
の
か
。

こ
の
事
業
は
ホ
テ
ル
の
用
地
整
備
が

目
的
だ
が
、
一
過
性
の
も
の
に
終
わ

ら
せ
ず
、
例
え
ば
、
み
す
ゞ
通
り
の
見
直

し
等
、
そ
う
い
っ
た
も
の
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問答 仙
崎
地
区
活
性
化
事
業２

４
７
７
万
円

令
和
５
年
度
と
の
変
更
点
は
あ
る

の
か
。

住
ま
い
快
適
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事

業
、
健
幸
住
宅
推
進
事
業
（
断
熱

リ
フ
ォ
ー
ム
）
を
一
本
化
し
て
い
る
。

ま
た
、
年
度
当
初
の
受
付
開
始
後
、
す

ぐ
に
申
請
上
限
に
達
す
る
状
況
を
解
消

す
る
た
め
、
補
助
上
限
を
見
直
し
、
申

請
件
数
の
増
加
を
図
っ
て
い
る
。

問答 住
ま
い
快
適
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
事
業

１
７
６
３
万
円

問答
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
ど
の
よ
う

に
選
ぶ
の
か
。

学
校
と
の
連
絡
調
整
、
協
議
や
指

導
者
向
け
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
研

問答 中
学
校
部
活
動
地
域
移
行
事
業

５
９
３
万
円

答

一般会計
当初予算

　令和６年度一般会計当初予算については予算
決算委員会で審査を行いました。委員会での主
な質疑答弁を紹介します。

予 算 決 算
分 科 会

整
備
工
事
７
億
５
８
２
１
万
２
０

０
０
円
の
内
容
は
。

オ
フ
ィ
ス
21
室
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
５
室
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス

ペ
ー
ス
、
イ
ベ
ン
ト
ス
ペ
ー
ス
、
コ
ミ
ュ

問答 戦
略
的
産
業
基
盤
強
化
事
業

８
億
９
３
０
５
万
円

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ペ
ー
ス
、
カ
フ
ェ
用

テ
ナ
ン
ト
、
施
設
運
営
管
理
者
が
入
る

事
務
室
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
施
設
等
で

あ
る
。こ

の
事
業
の
工
事
期
間
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

問

答

油
谷
地
区
小
さ
な
拠
点
づ
く
り
推
進
事
業

７
億
３
３
３
６
万
円

西
消
防
署
庁
舎
建
設
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

敷
地
造
成
工
事
を
５
月
末
ま
で
に

完
了
し
、
７
月
か
ら
建
設
工
事
に

着
手
す
る
。
令
和
７
年
３
月
完
成
、
４

月
の
供
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

問答 西
消
防
署
庁
舎
建
設
事
業

３
億
４
１
２
１
万
円

小
・
中
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業

１
億
３
６
１
万
円

問 乳
幼
児
健
康
診
査
事
業

５
９
万
円

修
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成
な
ど
、
ス
ポ
ー

ツ
の
指
導
に
精
通
し
、
そ
う
し
た
経
験
、

知
識
を
有
す
る
方
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
い
る
。



　議案第 18 号は、長門市会計年度任用職員の勤
勉手当に関する規定が整備されることから、勤勉
手当を支給するため、所要の改正を行うものです。
　委員から「条例改正による予算措置の見込み」
について質疑があり、執行部から「約 7,000 万円
程度である」との答弁がありました。
　議案第 20 号は、オンライン申請に対応するた
め、証明書等の送付に要する費用を手数料と併せ
て徴収することができるようにするほか、法令改
正に伴い所要の改正を行うものです。
　委員から「利用者の利便性」について質疑があ
り、執行部から「『スマホ市役所』の活用で、市
外へ転出された方にも所得課税証明書等の請求や
郵送料の支払い等が便利になると考えている」と
の答弁がありました。

６長門市議会だより　2024.5.1

文教厚生
委員会 令和６年度は下水道使用料の改定時期

渋木地区の農村婦人の家を廃止へ
総務産業

委員会

▲

議案第 18 号　長門市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例

▲

議案第 27 号　長門市農村婦人の家条例を廃止する条例

　議案第 9 号は、長門市国民健康保険事業特別会
計における令和 6 年度の予算を定めるものです。
　委員から「被保険者の負担軽減に対する考え方」
について質疑があり、執行部から「保険料をいか
に抑えていくかは、絶えず市として考えていかな
ければならない。ジェネリック医薬品の利用及び
特定健康診査の受診勧奨やフレイル予防など、医
療費を抑える対策もさることながら、保険料の抑
制についても可能な限り努力を続けたい」との答
弁がありました。
　議案第 11 号は、長門市介護保険事業特別会計
における令和６年度の予算を定めるものです。
　委員から「令和 5 年度末残高が 4 億 2,410 万
4,642 円の介護給付費準備基金の活用」について
質疑があり、執行部から「今回の保険料の改定に
ついては、介護保険事業の安定的な継続のために
増額が必要であると判断した。前回は保険料の改
定を行わなかったが、介護需要が伸びてきた中で、

次期の高齢者健康福祉計画改定の際に大幅な増額
とならないよう、一定の準備基金を置きながら、
介護保険事業を運営したいという思いがある」と
の答弁がありました。
　議案第 14 号は、長門市下水道事業会計におけ
る令和６年度の予算を定めるものです。
　委員から「下水道事業の回収率」について質疑
があり、執行部から「電気料金や諸物価の高騰に
より、汚水処理原価が上昇しており、令和６年度
の回収率は 64.8％の見込みであり、令和 4 年度
決算の 76.4％から約 10％減少している」との答
弁がありました。
　次に、委員から「今後の下水道使用料」につい
て質疑があり、執行部から「令和６年度は経営戦
略上、下水道使用料の改定時期となっており、審
議会に下水道使用料のあり方を諮問して答申をい
ただいた後に、局としての判断をしていく」との
答弁がありました。

▲

議案第▲

議案第 11 号　令和６年度長門市介護保険事業特別会計予算▲

議案第 14 号　令和６年度長門市下水道事業会計予算

９号　令和６年度長門市国民健康保険事業特別会計予算

　議案第 27 号は、昭和 59 年度に整備された長
門市農村婦人の家は利用者数が減少していること
や老朽化が著しいため、本施設を廃止することに
伴い、条例を廃止するものです。
　委員から「施設廃止後の管理」について質疑が
あり、執行部から「建物を施錠し、立ち入りでき
ないよう対応する」との答弁がありました。

廃
止
予
定
の
農
村
婦
人
の
家

▲

議案第 20 号　長門市証明等手数料条例の一部を改正する条例

▼



■３月定例会議決結果
議案番号 件　　　　名 結果

1 令和５年度長門市一般会計補正予算（第 11 号） 原案可決
2 令和５年度長門市国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
3 令和５年度長門市湯本温泉事業特別会計補正予算（第３号） 原案可決
4 令和５年度長門市介護保険事業特別会計補正予算（第４号） 原案可決
5 令和５年度長門市後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決
6 令和５年度長門市水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決
7 令和５年度長門市下水道事業会計補正予算（第３号） 原案可決
8 令和６年度長門市一般会計予算 原案可決
9 令和６年度長門市国民健康保険事業特別会計予算 原案可決
10 令和６年度長門市湯本温泉事業特別会計予算 原案可決
11 令和６年度長門市介護保険事業特別会計予算 原案可決
12 令和６年度長門市後期高齢者医療事業特別会計予算 原案可決
13 令和６年度長門市水道事業会計予算 原案可決
14 令和６年度長門市下水道事業会計予算 原案否決

15
長門市行政手続における特定の個人を識別するための番
号の利用等に関する法律に基づく個人番号の利用及び特
定個人情報の提供に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

16 長門市の議会の議員及び長の選挙における選挙運動
費用の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

17 長門市職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

18 長門市会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

19 長門市市長等の損害賠償責任の一部免責に関する条例及び長門市水
道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

20 長門市証明等手数料条例の一部を改正する条例 原案可決

21 長門市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 原案可決

議案番号 件　　　　名 結果
22 長門市国民健康保険条例の一部を改正する条例 原案可決
23 長門市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決

24 長門市漁港土砂採取料等徴収条例及び長門市漁
港管理条例の一部を改正する条例 原案可決

25 長門市空家等対策の推進に関する条例の一部を改正する条例 原案可決
26 長門市水道給水条例の一部を改正する条例 原案可決
27 長門市農村婦人の家条例を廃止する条例 原案可決
28 市道路線の認定及び変更について 原案可決

29 山口県市町総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び共同
処理する事務の構成団体の変更並びにこれに伴う規約の変更について 原案可決

30 専決処分の承認について（令和５年度長門市一
般会計補正予算（専決第２号））　 承認

31 長門市副市長の選任について 同意
32 人権擁護委員候補者の推薦について 適任
33 長門市教育委員会委員の任命について　 同意

34 長門市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に
関する基準等を定める条例の一部を改正する条例 原案可決

35 長門市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び
運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例 原案可決

36
長門市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営
並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効
果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

原案可決

37
長門市指定介護予防支援等の事業の人員及び運営
並びに介護予防のための効果的な支援の方法に関
する基準等に関する条例の一部を改正する条例

原案可決

38 長門市税条例の一部を改正する条例 原案可決
議員提出

議案第 1 号 長門市議会委員会条例の一部を改正する条例 原案可決

2024.5.1　長門市議会だより７

附帯決議の詳細は
ＱＲコードから
閲覧できます。

　戦略的産業基盤強化事業に関し、三隅地区の既
存施設を利用してＩＴ関連企業等集積拠点施設の
整備工事に着手される。この事業には多額の予算
が投入されるが、詳細な事業計画は一部不確定な
部分が見受けられる。早期に計画を作成され、公
開すること。

　俵山温泉活性化事業に関し、開発後の運営では
資金力と経営ノウハウのある事業者の誘致及び地
域で自走・発展できるよう事業を推進すること。
また、景観インフラの面的整備が急務であること
から、早急に整備計画を取りまとめて示すこと。

　小・中学校給食費無償化事業に関し、様々な事
情で市外の学校に通う児童・生徒がいるが、子育
て支援や経済的負担を軽減する観点から、すべて
の子どもたちに支援が行き届くよう給食費の補助
のあり方について、対象者を再検討すること。

　附帯決議とは、可決された案件に対し、事業を
執行する上での要望や留意事項を述べるために提
出されるものです。附帯決議に法的な拘束力はあ
りませんが、委員会・議会の意思表明となります。

 令和６年度長門市一般会計予算に対する附帯決議

　

２
月
27
日
の
本
会
議
に
は
副
市
長

の
選
任
案
が
提
案
さ
れ
、
賛
成
多
数

で
大
谷
恒
雄
氏
（
65
）
を
選
任
す
る

こ
と
に
同
意
（
賛
成
11
票
、
反
対
６

票
）
し
ま
し
た
。
任
期
は
４
年
で
す
。

議
案
第
31
号

　
　

長
門
市
副
市
長
の
選
任
に
つ
い
て

　予算決算委員会は令和６年度長門市一般会計予
算に対して 19 項目の附帯決議を可決しました。
　ここでは以下の３項目を紹介します。

附帯決議とは

大谷副市長の
再 任 に 同 意



　地方・地域で活躍したい人材を採用し、令和
５年度は 16 名体制で地域活性化に取り組むこと
としていました。

任期途中での退任があったようだが、その
理由を尋ねる。
市及び受入団体が示すミッションと隊員自
身の活動や考え方、取り組みたいこと等と

のミスマッチが起き、良好な関係を構築できな
かったことが主な要因と考えている。

隊員のフォローアップについてはどのよう
に行っていたのか。
活動については毎月レポートで報告・共有
するとともに定期的なミーティングを実施

している。隊員同士の交流については、コロナ
禍で開催できなかった時期もあるが、地域おこ
し協力隊全体の合同ミーティングを今年度は２
回実施している。

　三隅保育園のガス空調設備について、経年劣
化による不具合が生じたため、園児の安全確保
や給食調理室の衛生環境保全のため、緊急にガ
ス空調設備の更新を実施するものです。

三隅保育園のガス空調の現状はどうなって
いるのか。
三隅保育園は竣工以来、空調機器を更新し
ておらず、故障の際には応急修繕を行って

きたが、今後故障等が発生した際には部品の調
達が困難になる。園児の安全や快適な保育環境
を維持するため、４系統のうち故障実績がある
系統、また優先順位の高い部屋への供給等を勘
案し、年次的に修繕工事を行うこととしている。
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地域おこし協力隊設置事業
▲３，４７２万円

公立保育園施設改修事業
１，８８２万円

　若者が活躍する産業づくりに取り組み、地域
での雇用拡大と経済の活性化を図るため、戦略
的な企業誘致活動を推進するものです。

情報関連企業誘致促進事業費補助金９１６
万３０００円の減額理由について尋ねる。
サテライトオフィス等誘致促進事業費補助
金については、当初４社程度のオフィス整

備、企業進出を見込んでいたが、開設に至った
のは１社のみであり、今年度において他に開設
予定がないことから不用額を減額している。
　また、サテライトオフィストライアル補助金
については、本市にサテライトオフィス開設の
ため視察に訪れた企業の交通費や宿泊費の一部
を補助するものであり、想定より企業数は多い
ものの、人数や宿泊日数が少なかったため、不
用額を減額している。

戦略的産業基盤強化事業
▲１，４１７万円

令和５年度補正予算

　一般会計及び特別会計は、年度内の執行見込額等を勘案し現計予算との調整を行っています。歳入歳
出総額から６憶 7,617 万 1,000 円を減額した令和 5 年度一般会計補正予算（補正後の予算規模 231 億
4,836 万 7,000 円）は国の補正予算の成立等にともない、新年度に前倒して実施することが可能な経費
について所要の補正も行っています。一般会計補正予算の主な事業や審査の内容について紹介します。

　要介護認定とは、介護保険サービスの利用希
望者に対して「どのような介護が、どの程度必
要か」を判定するためのものです。

介護認定審査会委員報酬を減額する理由に
ついて尋ねる。
認定調査票及び主治医意見書がそろわない
ことがあり、予定よりも介護認定審査会の

開催回数が少なくなったためである。
要介護認定の申請から認定までの期間につ
いて尋ねる。
現状は１カ月から１カ月半、場合によって
はそれ以上かかることもあるが、可能な限

り早く認定するように努めている。

要介護認定事業　　　　　　▲５４４万円

介護保険事業特別会計補正予算

問

答

問

答

問

答

問

答問

答

問

答



温
暖
化
対
策
は

市
民
へ
の
意
識
付
け
が
必
要
だ

地
球
温
暖
化
は
、
海
水
温
の
上
昇

に
よ
る
台
風
の
多
発
、
集
中
豪
雨

や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
に
よ
る
洪
水
・
土
砂
災

害
を
引
き
起
こ
し
、
農
業
や
漁
業
の
収

穫
物
の
変
化
な
ど
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
政
策
を
も
っ
て

対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
計
画
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

「
地
球
環
境
対
策
の
推
進
」
と
し

て
、
省
エ
ネ
設
備
補
助
や
太
陽
光

発
電
シ
ス
テ
ム
の
設
置
補
助
を
実
施
す

る
な
ど
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
削
減

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、市
職
員
は
「
市
役
所
エ
コ
オ
フ
ィ

ス
実
践
プ
ラ
ン
」
に
沿
い
、
事
務
・
事

業
全
般
の
環
境
負
荷
低
減
に
取
り
組
ん

で
い
る
。
今
後
は
、
周
知
啓
発
活
動
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
地
球
温
暖
化
防

止
の
た
め
の
様
々
な
取
り
組
み
を
よ
り

実
効
性
の
あ
る
も
の
と
し
て
進
め
る
。

現
在
の
各
課
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
尋
ね
る
。

生
活
環
境
課
で
は
、
市
民
の
意
識

付
け
に
つ
な
が
る
よ
う
、
市
広
報

紙
等
に
地
球
温
暖
化
対
策
の
取
り
組
み

事
例
を
掲
載
す
る
な
ど
啓
発
に
努
め
る
。

農
林
水
産
課
で
は
、
温
暖
化
対
策
に
つ

な
が
る
事
業
に
参
画
し
て
い
た
だ
く
こ

と
で
、
意
識
高
揚
及
び
醸
成
が
図
ら
れ

る
と
考
え
る
。
教
育
委
員
会
で
は
、
児

童
生
徒
が
地
球
規
模
で
考
え
、
責
任
を

持
っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
な
高
い
意
識

と
実
践
的
態
度
の
育
成
に
取
り
組
む
。

温
暖
化
対
策
に
特
化
し
た
計
画
書

の
作
成
は
で
き
な
い
か
。

地
球
温
暖
化
対
策
に
向
け
市
民
の

意
識
の
醸
成
を
図
る
た
め
の
啓
発

を
継
続
し
、
社
会
情
勢
を
見
極
め
、
関

連
す
る
事
業
を
全
庁
一
体
と
な
っ
て
積

み
重
ね
て
い
く
。

答 問

答▼市内の自然災害現場

本
気
に
な
っ
て
動
い
て
い
た
だ
か
な
い

と
い
け
な
い
。
行
政
に
求
め
る
だ
け
で

は
な
く
、
ま
ず
自
分
達
で
「
こ
う
い
う

こ
と
を
や
っ
て
い
き
ま
す
の
で
後
押
し

し
て
く
れ
ま
せ
ん
か
」
と
い
う
話
を
是

非
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

地
域
住
民
は
、
時
間
的
に
も
経
済

的
に
も
限
界
が
あ
る
中
で
一
生
懸

命
活
動
し
て
い
る
が
、
み
す
ゞ
通
り
に

人
が
戻
っ
て
こ
な
い
と
い
う
こ
と
を
ど

う
す
べ
き
か
、
そ
こ
は
市
民
の
力
に
も

限
界
が
あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

み
す
ゞ
通
り
に
路
上
駐
車
が
あ
ま

り
に
も
多
く
、
大
き
い
車
も
通
り

に
く
く
、
自
転
車
等
で
走
る
と
き
に
も

問
題
が
あ
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
地
元

の
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
等
で
議
論
を
始

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

観
光
地
の
深
化
と
は

長
門
湯
本
温
泉
の
ハ
ー
ド
整
備
は

も
う
終
わ
っ
た
と
言
わ
ず
に
、
足

の
不
自
由
な
方
で
あ
っ
た
り
高
齢
者
な

ど
、
み
ん
な
に
優
し
い
、
エ
ス
カ
レ
ー

タ
ー
の
整
備
は
で
き
な
い
か
。

今
後
も
ハ
ー
ド
整
備
に
投
資
す
べ

き
か
ど
う
か
を
判
断
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
が
、
難
し
い
と
考
え
る
。

市
長
が
思
い
描
く
仙
崎
の
未
来
像

を
伺
う
。

一
人
で
も
多
く
の
観
光
客
を
仙
崎

地
区
へ
呼
び
込
み
、
地
域
事
業
者

や
団
体
と
の
連
携
に
よ
り
、
地
域
が
主

体
と
な
っ
た
取
り
組
み
を
後
押
し
す
る

こ
と
で
、
仙
崎
地
区
を
訪
れ
る
観
光
客

に
と
っ
て
満
足
度
の
高
い
周
遊
観
光
を

促
進
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
こ
か
ら
市
内

周
遊
を
促
し
、
滞
在
時
間
を
延
長
さ
せ

る
取
り
組
み
を
重
点
的
に
進
め
、
よ
り

多
く
の
観
光
消
費
を
引
き
出
す
こ
と
で
、

市
内
経
済
の
一
層
の
活
性
化
を
図
り
た

い
。
し
か
し
、
地
元
が
主
体
と
な
り
、

問答

▼仙崎みすゞ通り 問答

問答

問

 TA
N

A
K

A
 C

H
IA

K
I

田中 千秋
議員

 S
H

IG
E

H
IR

O
 M

A
S

A
M

I重廣 正美
議員

一般質問
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問答



 H
IS

A
N

A
G

A
 S

H
IN

Y
A

　ひさなが信也
議員

本
市
の
震
災
対
策
は

令
和
６
年
１
月
１
日
、
能
登
半
島

で
震
災
が
発
生
し
た
。
能
登
半
島

は
本
市
と
も
地
理
的
条
件
が
似
て
お
り
、

同
様
な
被
害
を
受
け
る
こ
と
が
想
像
で

き
る
。
そ
こ
で
、
能
登
半
島
地
震
で
の

被
害
を
受
け
、
本
市
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

家
屋
の
耐
震
化
率
の
さ
ら
な
る
向

上
に
努
め
る
。
ま
た
、
孤
立
集
落

へ
の
救
助
、
物
資
の
輸
送
、
避
難
所
へ

の
物
資
の
供
給
等
計
画
の
見
直
し
の
必

要
性
を
認
識
し
た
。
避
難
所
に
つ
い
て

は
、
災
害
備
蓄
品
や
災
害
時
応
援
協
定

を
締
結
し
て
い
る
事
業
所
と
の
対
応
を

再
検
証
し
た
上
で
、
円
滑
な
運
営
に
努

め
て
い
く
。

防
災
備
蓄
品
は
何
カ
所
に
備
え
て

い
る
の
か
。

備
蓄
品
は
、
避
難
所
で
の
保
管
場

所
の
確
保
が
困
難
な
た
め
、
備
蓄

拠
点
の
３
カ
所
の
備
蓄
倉
庫
に
て
保
管

し
て
い
る
。
食
品
等
の
一
部
は
、
各
支

観
光
に
お
け
る不安

要
素
解
消
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

５
類
に
移
行
さ
れ
た
こ
と
等
で
観

光
需
要
が
高
ま
っ
て
い
る
一
方
で
、
観

光
客
が
一
気
に
押
し
寄
せ
て
地
域
が
大

変
な
状
況
に
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。

そ
う
い
っ
た
場
合
の
対
応
や
想
定
さ
れ

る
課
題
を
住
民
に
し
っ
か
り
説
明
し
て

お
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

オ
ー
バ
ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て

し
っ
か
り
と
対
策
を
取
り
な
が
ら

地
域
住
民
に
説
明
し
て
い
く
こ
と
は
非

常
に
大
事
な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。

夜
間
タ
ク
シ
ー
が
運
行
し
て
い
な

い
た
め
、
観
光
客
が
市
内
の
飲
食

店
を
楽
し
ん
だ
後
に
ホ
テ
ル
へ
帰
る
手

段
が
な
く
な
る
と
い
う
こ
と
が
懸
念
さ

れ
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
等
の
動
向
を
注
視

し
な
が
ら
、
夜
間
タ
ク
シ
ー
に
対

す
る
支
援
策
に
つ
い
て
は
今
後
も
検
討

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

若
者
の
声
を
市
政
へ

議
会
で
は
高
校
生
と
意
見
交
換
会

を
開
催
し
、
様
々
な
意
見
や
提
案

を
い
た
だ
い
た
。
市
政
運
営
を
行
っ
て

い
く
中
で
若
い
世
代
の
意
見
を
大
切
に

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
尋
ね
る
。
ま
た
、
部
活
動
地
域

移
行
に
つ
い
て
、
市
が
し
っ
か
り
と
予

算
を
確
保
し
、
活
動
に
打
ち
込
む
こ
と

が
で
き
る
環
境
整
備
を
望
ま
れ
て
い
た

が
見
解
を
尋
ね
る
。

高
校
生
を
は
じ
め
、
若
い
世
代
か

ら
の
意
見
や
提
案
も
大
切
に
し
て

い
き
た
い
。
ま
た
、
地
域
ク
ラ
ブ
の
運

営
に
は
様
々
な
経
費
が
か
か
る
。
基
本

的
に
は
受
益
者
負
担
だ
が
、
こ
れ
か
ら

全
体
の
費
用
に
つ
い
て
検
討
を
し
て
い

き
た
い
。

問

問

答

所
や
中
央
公
民
館
等
、
指
定
緊
急
避
難

場
所
12
カ
所
に
保
管
し
て
い
る
。
災
害

時
は
、
各
避
難
所
か
ら
の
要
請
に
基
づ

き
振
り
分
け
て
配
布
す
る
。

指
定
緊
急
避
難
場
所
及
び
指
定
避

難
所
の
居
住
状
況
で
、
避
難
生
活

に
よ
る
心
身
の
不
調
な
ど
で
災
害
関
連

死
さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
る
。
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
確
保
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
思

う
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

避
難
所
で
は
、
人
間
関
係
や
環
境

面
の
ス
ト
レ
ス
の
負
担
が
大
き
く

な
る
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
確
保
の
配
慮
と

し
て
は
、
屋
内
用
簡
易
テ
ン
ト
、
段
ボ
ー

ル
パ
ー
テ
ィ
シ
ョ
ン
等
を
活
用
す
る
こ

と
に
加
え
、
小
中
学
校
の
屋
内
運
動
場

に
整
備
し
た
ス
ポ
ッ
ト
調
光
機
能
に
よ

り
就
寝
時
の
ス
ト
レ
ス
緩
和
に
な
る
。

問答

答 問

答

▼持ち出し用防災グッズ

問

答▼議会と高校生との意見交換会の様子

問答

 Y
O

N
E

Y
A

 M
A

TA
Y

O
S

H
I米弥 又由

議員

一般質問
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市
長
が
公
約
で
掲
げ
た
畜
産
団
地
と
は

市
長
は
、「
次
代
の
担
い
手
が
活

躍
し
、
畜
産
で
稼
げ
る
ま
ち
・
な

が
と
の
実
現
」
と
の
基
本
理
念
を
掲
げ

畜
産
振
興
計
画
を
策
定
さ
れ
、
畜
産
分

野
の
生
産
基
盤
再
編
整
備
に
取
り
か
か

ろ
う
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
政
策
へ

の
思
い
と
今
後
の
構
想
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。畜

産
に
お
け
る
現
状
は
、
高
齢
化

や
慢
性
的
な
担
い
手
不
足
を
は
じ

め
、
農
家
戸
数
、
飼
養
頭
数
が
減
少
す

る
な
ど
危
機
的
状
況
に
あ
る
。
こ
う
し

た
厳
し
い
状
況
か
ら
持
続
可
能
な
経
営
、

次
代
を
担
う
若
手
の
参
入
を
い
か
に
促

し
て
い
く
か
が
こ
れ
か
ら
の
畜
産
振
興

の
鍵
と
考
え
畜
産
振
興
計
画
を
策
定
し

た
。
今
後「
ブ
ラ
ン
ド
化
の
推
進
」「
キ
ャ

ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
整
備
」「
畜
産
団

地
の
整
備
」
の
３
つ
を
重
点
施
策
に
お

き
、
本
市
の
畜
産
業
を
持
続
可
能
な
成

長
産
業
に
押
し
上
げ
て
い
き
た
い
。

畜
産
団
地
構
想
を
掲
げ
ら
れ
て
い

る
が
、ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

本
市
の
農
業
生
産
額
の
６
割
を
占

め
て
い
る
畜
産
業
の
現
状
は
危
機

的
状
況
に
あ
る
。
こ
の
状
況
を
打
開
し
、

か
つ
て
の
畜
産
の
ま
ち
・
長
門
の
再
興

を
図
る
べ
く
向
津
具
半
島
の
市
有
地
で

施
設
建
設
を
考
え
て
い
る
。
養
鶏
の
鶏

舎
、
肉
用
牛
の
飼
育
舎
、
県
内
初
と
な

る
混
合
畜
産
堆
肥
舎
施
設
の
３
つ
の
工

区
を
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

畜
産
団
地
構
想
に
お
け
る
事
業
に

つ
い
て
国
、
県
、
Ｊ
Ａ
山
口
と
の

連
携
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

県
へ
の
要
望
に
つ
い
て
は
、
県
知

事
に
直
接
面
会
し
要
望
内
容
に
つ

い
て
す
で
に
説
明
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
る
。
ま
た
Ｊ
Ａ
山
口
に
つ
い
て
も

本
部
に
出
向
き
説
明
し
、
理
解
を
い
た

だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
る
。

答 問

答▼畜産団地整備予定の市有地（向津具地区）

問

る
入
園
希
望
者
数
に
よ
り
柔
軟
に
運
営

の
可
否
を
検
討
す
る
。

　

小
中
学
校
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年

少
子
化
が
加
速
し
て
い
る
状
況
が
あ
り
、

学
校
規
模
の
あ
り
方
の
検
討
を
行
う
必

要
性
を
認
識
し
て
い
る
。

老
朽
化
し
た
三
隅
公
民
館
や
俵
山

公
民
館
、
日
置
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
、
宗
頭
文
化
セ
ン
タ
ー
が
あ
る

が
、
ど
の
よ
う
な
更
新
計
画
を
考
え
て

い
る
の
か
。

俵
山
公
民
館
は
俵
山
地
区
小
さ
な

拠
点
づ
く
り
を
進
め
る
中
で
、
更

新
を
検
討
し
て
い
く
。

　

ま
た
、
三
隅
公
民
館
、
日
置
農
村
改

善
セ
ン
タ
ー
及
び
宗
頭
文
化
セ
ン
タ
ー

は
、
継
続
利
用
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
る
。

公
共
施
設
の
行
方
は

平
成
27
年
度
に
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
及
び
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
を
策
定
し
、
令
和
３
年
度
か
ら
第
２

次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
推
進
に
努
め

て
い
る
。
今
後
の
公
共
施
設
等
の
更
新
、

統
廃
合
、
長
寿
命
化
な
ど
の
あ
り
方
に

つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

こ
れ
ま
で
未
活
用
施
設
は
処
分

し
、
必
要
な
も
の
は
更
新
す
る
な

ど
、
適
切
に
計
画
を
進
め
て
き
た
。

　

今
後
の
公
共
施
設
等
は
、
時
代
に
即

し
た
良
質
で
持
続
可
能
な
公
共
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
で
き
る
空
間
の
実
現
を
目
指

し
て
い
く
。

出
生
数
が
減
っ
て
き
て
い
る
な

か
、
幼
稚
園
・
保
育
園
や
小
中
学

校
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
見
通
し
を

立
て
て
い
る
の
か
。

保
育
園
や
幼
稚
園
に
つ
い
て
は
、

第
２
次
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
示

し
て
い
る
と
お
り
、
小
学
校
区
に
１
施

設
を
基
本
と
し
な
が
ら
、
各
園
に
お
け

問答

▼令和６年度から休園となった宗頭幼稚園 問答

問答

答問

 IW
A

FU
JI M

U
T

S
U

K
O岩藤 睦子

議員

 SH
IG

EM
U

R
A

 N
O

R
IH

IR
O

重村 法弘
議員

一般質問
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Ｎ
Ｙ
タ
イ
ム
ズ
紙
の
発
表
を
受
け
て

山
口
市
を
は
じ
め
と
す
る
山
口
県

に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。
観
光

客
誘
致
に
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
。

本
市
に
と
っ
て
好
機
だ
と
思
っ
て

い
る
。
新
年
度
予
算
で
も
情
報
発

信
の
予
算
を
増
や
し
、
こ
の
機
を
逃
さ

ず
誘
致
し
て
い
き
た
い
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
こ
れ
か
ら

社
会
教
育
法
第
12
条
の
解
釈
に
つ

い
て
見
解
を
尋
ね
る
。

団
体
の
人
事
へ
の
介
入
や
、
正
当

な
理
由
も
な
く
事
業
の
縮
小
や
廃

止
を
指
示
す
る
、
あ
る
い
は
補
助
金
を

出
す
代
わ
り
に
行
政
の
意
図
す
る
よ
う

に
動
く
よ
う
指
示
す
る
よ
う
な
干
渉
を

加
え
て
は
な
ら
な
い
と
解
釈
し
て
い
る
。

衆
議
院
に
お
け
る
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
任

意
の
団
体
で
あ
り
保
護
者
の
入
退

会
は
自
由
で
あ
る
と
の
首
相
答
弁
を
受

け
、
市
長
の
見
解
を
尋
ね
る
。

セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト
へ
の
支
援
は

生
活
環
境
や
栄
養
状
態
が
悪
化
し

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
分
自

身
に
無
関
心
な
状
態
に
な
る
セ
ル
フ
・

ネ
グ
レ
ク
ト
は
、
鬱
病
や
認
知
症
な
ど

の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ご
み
屋

敷
や
孤
立
死
の
原
因
と
も
言
わ
れ
て
い

る
が
、
現
状
把
握
と
支
援
策
を
尋
ね
る
。

市
で
は
セ
ル
フ
・
ネ
グ
レ
ク
ト
状

態
に
あ
る
方
の
相
談
を
受
け
る
こ

と
は
多
く
あ
る
。
民
生
委
員
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
住
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
る
情

報
や
、
重
層
的
支
援
体
制
の
中
で
行
わ

れ
る
福
祉
エ
リ
ア
支
援
員
の
巡
回
活
動

で
収
集
さ
れ
た
情
報
を
基
に
、
早
期
に

発
見
し
、
個
別
の
ケ
ー
ス
に
応
じ
た
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

道
の
駅
の
今
後
の
展
望
は

市
は
道
の
駅
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
の

敷
地
内
に
外
資
系
ホ
テ
ル
の
建
設

を
前
提
に
し
、
都
内
の
企
業
と
協
定
を

締
結
し
た
。
地
域
の
期
待
も
大
き
な
も

の
が
あ
る
が
、
今
後
の
展
望
を
尋
ね
る
。

道
の
駅
セ
ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
を
拠
点

と
し
て
、
よ
り
満
足
度
の
高
い
周

遊
観
光
を
促
進
し
て
い
く
。
内
定
し
た

ホ
テ
ル
は
宿
泊
特
化
型
で
、
仙
崎
地
区
、

関
係
事
業
者
な
ど
と
連
携
し
、
着
地
型

観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実
、
情
報
発
信
の

強
化
を
促
し
て
い
く
。

風
力
発
電
事
業
に
ど
う
関
わ
る
の
か

Ｊ
Ｒ
東
日
本
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
株

式
会
社
に
よ
る
（
仮
称
）
新
白
滝

山
風
力
発
電
事
業
は
、
既
設
の
20
基
を

全
て
撤
去
し
た
上
で
、
巨
大
風
力
発
電

設
備
18
基
を
新
設
す
る
計
画
だ
が
、
ど

の
よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
考
え
な
の
か
。

事
業
者
に
よ
る
情
報
提
供
と
説

明
、
住
民
の
理
解
と
同
意
が
大
前

提
の
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。

問

問

答

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
任
意
団
体
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
入
退
会
に
つ
い
て
も
任
意

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
つ
い

て
教
育
委
員
会
の
見
解
は
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
は
保
護
者
と
教
員
と
が
協

力
し
て
子
ど
も
の
健
全
な
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
教
育
に
関
し
理

解
を
深
め
相
互
が
学
び
合
い
、
家
庭
と

学
校
を
結
ぶ
架
け
橋
と
し
て
の
重
要
な

役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
学
校
と
Ｐ

Ｔ
Ａ
が
力
を
合
わ
せ
た
新
た
な
取
り
組

み
が
生
ま
れ
、
よ
り
多
く
の
会
員
が
参

加
で
き
る
組
織
づ
く
り
や
活
動
の
あ
り

方
そ
の
も
の
の
改
革
が
行
わ
れ
て
い
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

が
子
ど
も
達
の
健
全
な
育
成
に
資
す
る

よ
う
、
主
体
性
を
十
分
に
尊
重
し
た
い
。

問答

答 問

答

▼コロナ禍での消毒、学級担任からＰＴＡ消毒隊へ

問

答▼ホテルは道の駅センザキッチン敷地内を予定

問答

林 哲也
議員

 H
A

Y
A

S
H

I T
E

T
S

U
Y

A

　

 TA
M

U
R

A
 D

A
IJIR

O

　田村大治郎
議員

一般質問
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誰
に
も
優
し
い
ま
ち
づ
く
り
を

近
年
、
身
寄
り
の
な
い
単
身
高
齢

者
等
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
踏

ま
え
、
今
後
は
公
営
住
宅
へ
の
入
居
に

保
証
人
を
確
保
す
る
こ
と
が
困
難
と
な

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
。
保
証
人
を
確

保
で
き
ず
入
居
で
き
な
い
事
態
が
生
じ

な
い
よ
う
国
が
地
方
自
治
体
に
対
応
を

お
願
い
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
県

内
の
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
は
連
帯
保

証
人
を
不
要
と
し
て
い
る
が
、
本
市
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
内
に
は
県
営
住
宅
と
市
営
住
宅

が
あ
る
が
、
県
の
入
居
条
件
が
債

務
保
証
業
者
の
活
用
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

市
営
住
宅
の
入
居
条
件
も
県
と
同
一
と

し
本
市
に
お
い
て
も
新
年
度
か
ら
債
務

保
証
業
者
の
活
用
を
検
討
し
て
い
る
。

長
門
市
公
共
交
通
協
議
会
で
は
委

員
に
福
祉
関
係
の
行
政
や
個
人
、

団
体
の
関
係
者
が
入
っ
て
い
な
い
。
県

内
の
多
く
の
公
共
交
通
協
議
会
で
は
、

市
社
会
福
祉
協
議
会
や
障
害
者
団
体
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
代
表
や
福
祉
行
政
な
ど
が
委
員

に
入
っ
て
い
る
。
公
共
交
通
に
福
祉
の

視
点
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
、
本
市
で

も
障
害
の
当
事
者
な
ど
を
選
任
す
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

障
害
の
当
事
者
と
い
う
よ
り
は
社

会
福
祉
協
議
会
や
福
祉
団
体
の
方

に
参
加
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
可
能
性

は
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。

障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
を
使
用

し
て
、
人
工
透
析
治
療
で
遠
方
か

ら
病
院
に
通
う
場
合
で
希
望
さ
れ
る
方

に
は
障
害
者
福
祉
タ
ク
シ
ー
の
発
行
枚

数
と
１
度
に
使
用
で
き
る
枚
数
上
限
を

現
行
の
３
枚
か
ら
状
況
に
見
合
っ
た
枚

数
に
増
や
し
て
ほ
し
い
が
ど
う
か
。

再
度
、
検
討
す
る
必
要
は
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

答 問

答▼長門市公共交通協議会の様子

問

す
る
人
員
の
配
置
な
ど
環
境
整
備
を
図

る
こ
と
と
し
、
令
和
７
年
度
か
ら
の
本

格
稼
働
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
く
。

本
市
に
お
い
て
も
高
校
生
と
の
意

見
交
換
の
場
で
提
案
さ
れ
た
群
馬

県
高
崎
市
の
「
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
Ｓ
Ｏ

Ｓ
事
業
」
を
採
用
し
て
は
ど
う
か
。

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
の
直
接
的
な
支

援
策
で
あ
る
サ
ポ
ー
タ
ー
派
遣
事

業
に
つ
い
て
は
、
非
常
に
有
効
な
取
り

組
み
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
高
崎

市
は
中
核
市
で
あ
り
財
政
規
模
等
も
大

き
く
異
な
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お
い

て
は
、
取
り
組
み
の
質
を
高
め
な
が
ら

必
要
と
さ
れ
て
い
る
具
体
的
な
ヤ
ン
グ

ケ
ア
ラ
ー
対
策
に
つ
い
て
他
市
の
事
例

な
ど
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

子
育
て
支
援
策
の
充
実
を

子
育
て
世
帯
は
経
済
的
、
精
神
的

な
ど
多
く
の
不
安
を
抱
え
て
い

る
。
適
切
な
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
、

相
談
や
支
援
体
制
を
整
え
、
事
業
と
連

携
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
が
、
本
市

の
相
談
・
支
援
体
制
の
現
状
や
課
題
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

「
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

を
整
備
し
、
相
談
体
制
の
強
化
を

図
っ
た
。
ま
た
、
そ
の
後
の
支
援
に
向

け
て
関
係
各
課
が
連
携
・
協
力
す
る
既

存
の
重
層
的
支
援
体
制
の
中
で
、
子
ど

も
や
家
庭
へ
の
支
援
体
制
の
整
備
を
進

め
て
き
た
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ

い
て
の
課
題
と
進
め
方
は
。

令
和
６
年
度
に
設
置
す
る
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
準
備
室
で

は
、
児
童
福
祉
及
び
母
子
保
健
分
野
そ

れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
支
援
対
象
者
を
早
い

段
階
で
把
握
し
て
い
く
。
ま
た
、
業
務

の
精
査
や
電
算
化
、
専
門
的
知
見
を
有

問答

▼誰もが安心して子育てできる環境の整備を 問答

問答

答問

 Y
O

S
H

IZ
U

 H
IR

O
Y

U
K

I吉津 弘之
議員

　

YO
N

EYA
 M

ATA
YO

SH
I綾城 美佳

議員

 A
Y

A
G

I M
IK

A
一般質問
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オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
・
ビ
レ
ッ
ジ

宣
言
以
降
の
取
り
組
み
は

令
和
５
年
３
月
30
日
の
宣
言
後
の

活
動
実
績
を
尋
ね
る
。

有
機
農
業
等
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
畜
産
業
が
盛
ん
な
地
域
特
性

を
活
か
し
た
耕
畜
連
携
農
業
や
、
畜
産

堆
肥
を
活
用
し
た
資
源
循
環
型
農
業
の

推
進
を
図
り
、
市
内
小
・
中
学
校
へ
の

学
校
給
食
の
食
材
と
し
て
特
別
栽
培
米

の
穂
垂
米
や
有
機
サ
ツ
マ
イ
モ
の
提
供

を
実
施
し
て
い
る
。

　

行
事
と
し
て
は
楽
天
農
業
に
よ
る
食

育
の
出
前
授
業
の
実
施
や
、
12
月
に

「
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
な
が
と
ク
リ

ス
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
２
０
２
３
」
を
セ

ン
ザ
キ
ッ
チ
ン
で
開
催
し
、
本
年
３
月

に
は
ル
ネ
ッ
サ
な
が
と
に
て
有
機
農
産

物
の
販
売
や
料
理
の
実
演
会
を
実
施
し

た
。
ま
た
、
農
協
に
よ
る
有
機
農
業
支

援
塾
の
開
講
な
ど
、
周
知
及
び
普
及
促

進
に
資
す
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

お
り
、
目
標
達
成
に
向
け
た
具
体
的
方

策
の
一
つ
と
し
て
地
域
計
画
の
会
合
を

各
所
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。

ご
み
の
減
量
化
等
の
対
策
は

市
民
一
人
の
一
日
あ
た
り
の
ご
み

の
排
出
量
は
ど
の
く
ら
い
か
。

一
人
一
日
当
た
り
の
ご
み
排
出
量

は
、
可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
・
資

源
ご
み
・
粗
大
ご
み
な
ど
の
ご
み
総
量

の
算
出
に
よ
る
と
、
令
和
４
年
度
実
績

で
１
０
２
０
ｇ
と
な
っ
て
お
り
、
県
平

均
965
ｇ
よ
り
多
い
状
況
で
あ
る
。

周
知
・
啓
発
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
か
。

循
環
型
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
周

知
、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
「
さ
ん
あ
～
る
」

「
ス
マ
ホ
市
役
所
」
な
ど
を
活
用
し
、
ご

み
収
集
・
分
別
情
報
を
提
供
し
、
ご
み

の
減
量
化
を
お
願
い
し
て
い
る
。
ま
た
、

出
前
講
座
や
工
場
見
学
な
ど
の
取
り
組

み
、
さ
ら
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点
で
の

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ブ
ー
ス
出
展
や
ご
み

の
分
け
方
の
ク
イ
ズ
、
食
品
ロ
ス
削
減

の
子
ど
も
向
け
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
親
し

み
や
す
い
啓
発
活
動
も
行
っ
て
い
る
。

関
連
す
る
補
助
金
制
度
の
実
績
を

尋
ね
る
。

令
和
４
年
度
実
績
は
、
ご
み

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
整
備
費
補
助

金
に
15
基
、
64
万
９
２
０
０
円
、
ご

み
減
量
化
機
器
等
補
助
金
に
19
基
、

17
万
３
２
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。

高
齢
者
の
ご
み
出
し
支
援
は
ど
の

よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

自
治
会
・
地
域
団
体
に
対
す
る
地

域
の
助
け
合
い
や
、
つ
な
が
り
の

強
化
、
共
助
の
取
り
組
み
を
推
進
す
る

こ
と
が
課
題
解
決
策
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
こ
と
か
ら
、
各
種
団
体
に
よ
る
支

援
サ
ー
ビ
ス
の
有
効
性
の
周
知
に
努
め
、

市
関
係
部
署
の
連
携
を
密
に
し
、
市
内

全
域
に
支
援
体
制
を
広
げ
て
い
き
た
い
。

問

問

答

宣
言
市
と
し
て
の
将
来
像
及
び
方

向
性
を
尋
ね
る
。

耕
作
放
棄
地
等
の
解
消
及
び
環
境

負
荷
低
減
に
つ
な
が
る
農
業
と
し

て
有
機
農
業
等
推
進
計
画
を
策
定
し
た

が
、
こ
の
計
画
の
実
現
こ
そ
が
将
来
像

で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
農
業
者
や
関

係
団
体
及
び
行
政
が
共
通
理
解
を
深
め

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、
有
機
農
業

を
推
進
す
る
体
制
の
整
備
や
担
い
手
及

び
販
路
の
確
保
等
に
つ
い
て
、
未
来
農

業
創
造
協
議
会
に
お
い
て
、
生
産
か
ら

消
費
ま
で
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
を
達
成
す
る
こ
と

が
必
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
有
機
農
業
と
慣
行
農
業

の
両
輪
が
調
和
し
て
、
農
産
物
の
高
付

加
価
値
化
を
促
す
こ
と
で
「
稼
ぐ
農
業
」

の
実
現
に
つ
な
げ
て
い
く
。

問答

答

▼「オーガニックビレッジながとクリスマスマーケット」にて

問

答▼ＳＤＧｓイベントでの啓発活動

問答

 E
H

A
R

A
 K

E
N

JI

江原 健二
議員

 U
E

D
A

 K
E

IJI

上田 啓二
議員

一般質問
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長門市の未来
私たちの未来～ ～

大
津
緑
洋
高
等
学
校

生
徒
と
の
意
見
交
換
会

　

１
月
30
日
、
長
門
市
議
会
で
は

大
津
緑
洋
高
等
学
校
生
徒
の
皆

さ
ん
と
意
見
交
換
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
こ
の
意
見
交
換
会
は
、

令
和
４
年
度
に
引
き
続
き
２
回

目
の
取
り
組
み
で
、
高
校
生
の

様
々
な
意
見
を
聞
き
、
長
門
市

の
未
来
を
担
う
若
者
の
声
を
市

政
に
活
か
せ
る
よ
う
、
議
員
各

自
の
知
見
を
深
め
る
と
と
も
に
、

市
議
会
議
員
と
の
交
流
に
よ
り
、

長
門
市
政
の
実
際
を
高
校
生
に

少
し
で
も
身
近
に
感
じ
る
契
機

と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
開
催

し
ま
し
た
。

　

今
回
は
テ
ー
マ
を
「
～
長
門

市
の
未
来
、
私
た
ち
の
未
来
～
」

と
し
、
高
校
生
３
名
と
議
員
３

名
の
計
６
名
を
１
グ
ル
ー
プ
と

し
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
の
ち
、

ま
と
め
を
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー

プ
が
約
２
分
間
で
発
表
し
ま
し

た
。
高
校
生
た
ち
は
事
前
に
興
味

の
あ
る
分
野
に
つ
い
て
調
査
し
、

当
日
は
６
つ
の
グ
ル
ー
プ
（
①
生

活
支
援
②
観
光
・
地
域
経
済
・
イ

ン
フ
ラ
③
農
林
業
・
地
域
経
済
・

教
育
④
教
育
・
子
育
て
⑤
農
林
業

⑥
イ
ン
フ
ラ
）
に
分
か
れ
ま
し

た
。
意
見
交
換
で
は
高
校
生
が

積
極
的
に
発
言
す
る
シ
ー
ン
や
、

ま
と
め
方
に
つ
い
て
議
員
と
と

も
に
悩
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

【
生
活
支
援
分
野
】
医
師
不
足
解

消
の
た
め
に
、
リ
モ
ー
ト
診
療
が

で
き
る
環
境
整
備
を
し
て
は
ど

う
か
。
ま
た
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー

へ
の
支
援
と
し
て
、
ヘ
ル
パ
ー
の

無
料
派
遣
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
観
光
分
野
】
ハ
ッ
シ
ュ
タ
グ
を

英
語
表
記
に
す
る
な
ど
、
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
を
対
象
に
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ

投
稿
を
し
て
は
ど
う
か
。

【
農
林
・
教
育
分
野
】
長
門
市
に

は
豊
か
な
自
然
が
あ
る
の
で
、
そ

れ
ら
を
体
験
し
な
が
ら
教
育
と

結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
な
ハ
ブ
の
構
築
を
し
て

は
ど
う
か
。

【
教
育
分
野
】
部
活
動
地
域
移
行

を
す
る
う
え
で
、
予
算
を
し
っ
か

り
確
保
し
て
生
徒
や
保
護
者
が

安
心
し
て
活
動
で
き
る
環
境
を

整
備
し
て
ほ
し
い
。

【
農
林
業
分
野
】
耕
作
放
棄
地
を

活
用
し
、
大
津
高
校
３
校
舎
が
集

ま
り
、
体
験
で
き
る
場
所
を
つ

く
っ
て
も
ら
え
な
い
か
。

【
イ
ン
フ
ラ
分
野
】
通
学
路
で
街

灯
が
な
く
怖
い
思
い
を
し
た
こ

と
が
あ
る
。
長
門
市
が
も
っ
と
安

全
で
安
心
な
ま
ち
に
な
っ
て
ほ

し
い
。

高
校
生
か
ら
の
提
言
・
意
見



　

令
和
６
年
１
月
31
日（
水
）に
、

島
根
県
松
江
市
で
「
観
光
ま
ち
づ

く
り
対
策
」
に
つ
い
て
行
政
視
察

を
行
い
ま
し
た
。

　

玉
造
温
泉
は
歴
史
も
古
く
「
美

肌
の
湯
」
と
し
て
山
陰
地
方

屈
指
の
人
気
温
泉
街
で
す
が
、

２
０
０
７
年
に
15
軒
あ
っ
た
旅

館
の
う
ち
４
軒
が
廃
業
し
た
こ

と
で
地
域
が
危
機
感
を
持
ち
、
温

泉
街
再
生
に
取
り
組
む
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。

　

ま
ず
関
係
者
は
、
温
泉
街
の
再

生
の
テ
ー
マ
を
探
す
こ
と
か
ら

始
め
ま
す
。
歴
史
を
掘
り
進
め

る
と
、
地
元
の
文
献
で
あ
る
「
出

雲
国
風
土
記
」
に
辿
り
着
き
ま
し

た
。
そ
こ
に
は
、「
ひ
と
た
び
す

す
げ
ば
形
容
端
正
（
か
た
ち
き
ら

き
ら
）
し
く
、
再
び
浴
す
れ
ば
万

の
病
こ
と
ご
と
に
除
こ
る
」（
温

泉
に
入
れ
ば
美
肌
に
な
り
、
治

ら
な
い
病
気
は
な
い
）
と
い
う
玉

造
温
泉
に
ま
つ
わ
る
言
い
伝
え

が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
関
係
者

は
こ
の
文
献
に
着
目
し
、
神
様
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観光まちづくり対策について

に
ち
な
ん
で
「
美
肌
・
姫
神
の
湯
」

を
テ
ー
マ
に
決
め
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
当
時
は
地
元
の
人
し
か
行
く

こ
と
の
な
か
っ
た
玉
作
湯
神
社

に
祀
ら
れ
た
願
い
が
叶
う
石
「
真

玉
」
を
見
出
し
、「
願
い
石
」「
叶

い
石
」
と
名
前
を
変
え
情
報
発
信

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
メ
デ
ィ
ア

で
知
っ
た
観
光
客
が
訪
れ
始
め

ま
す
。
新
た
な
目
的
地
と
な
り
、

人
の
流
れ
が
で
き
た
こ
と
で
温

泉
街
の
景
観
整
備
を
効
率
的
に

行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

美
肌
の
湯
の
持
ち
帰
り
が
で

き
る
手
湯
、
川
の
鯉
の
願
掛
け
ス

ポ
ッ
ト
、
そ
こ
か
ら
撮
影
す
る
と

良
い
構
図
の
写
真
が
撮
れ
る
位

置
に
立
て
ら
れ
た
か
わ
い
ら
し

文
献
と
分
析
、
他
所
に
は
な
い
強
烈
な
個
性
の
温
泉
地

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ー
マ
は
「
美
肌
・
姫
神
の
湯
」

＜視察先＞ 島根県松江市（まつえし）

▼ブランドの確立には予想以上の努力が

▼人気スポットとなった「願い石」「叶い石」

い
カ
メ
ラ
ス
タ
ン
ド
。
観
光
客
や

地
元
住
民
の
行
動
を
観
察
す
る

こ
と
で
生
ま
れ
た
こ
れ
ら
の
ま

ち
歩
き
を
飽
き
さ
せ
な
い
工
夫

は
、
実
用
性
と
同
時
に
微
笑
ま
し

さ
が
感
じ
ら
れ
る
立
ち
寄
り
ス

ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

観
光
地
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
そ

の
効
果
が
日
時
・
場
所
と
も
に

限
定
的
に
な
り
が
ち
な
点
が
課

題
で
す
。
玉
造
温
泉
で
は
イ
ベ

ン
ト
の
見
直
し
を
図
り
、
45
日
間

と
い
う
期
間
で
毎
晩
行
う
企
画

に
切
り
替
え
た
と
こ
ろ
、
旅
行
者

の
関
心
が
高
ま
り
、
期
間
中
の

客
室
稼
働
率
は
90
％
を
超
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

温
泉
水
が
第
三
者
機
関
の
調
査

に
よ
っ
て
美
肌
効
果
あ
り
と
裏

付
け
さ
れ
た
こ
と
で
美
肌
ブ
ラ

ン
ド
が
完
成
し
ま
す
。
温
泉
街

を
訪
れ
る
女
性
客
の
増
加
に
つ

な
が
り
、
美
肌
の
湯
を
原
料
と

し
た
化
粧
品
へ
と
発
展
、
化
粧

品
の
加
工
販
売
を
行
う
事
業
所

が
温
泉
街
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

化
粧
品
は
通
販
等
で
気
軽
に
入

手
で
き
る
ヒ
ッ
ト
商
品
と
な
り
、

玉
造
温
泉
の
知
名
度
向
上
と
「
美

肌
・
姫
神
の
湯
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確

立
に
結
び
付
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
視
察
を
通
じ
て
、
委
員

か
ら
は
、「
地
域
の
賑
わ
い
は
人

が
集
ま
り
た
く
な
る
こ
と
か
ら

始
ま
る
。
そ
の
た
め
に
、
温
泉

街
だ
け
で
は
な
く
地
域
全
体
の

活
性
化
に
つ
な
げ
る
た
め
の
努

力
に
対
し
て
、
同
じ
目
的
を
共
有

し
、
す
す
ん
で
協
力
で
き
る
関
係

作
り
を
推
進
し
よ
う
と
す
る
熱

意
を
感
じ
取
っ
た
」
等
の
意
見
が

出
さ
れ
、
地
域
全
体
の
経
済
や
暮

ら
し
の
好
循
環
に
つ
な
げ
て
い

く
取
り
組
み
を
知
る
上
で
の
参

考
と
な
り
ま
し
た
。

　所管事務調査とは、委員会が自主的に所管する事務について行う調
査です。地方自治法では常任委員会の役割について「その部門に属す
る当該普通公共団体の事務に関する調査を行い、議案、請願等を審査
する」と規定されています。

玉
造
温
泉
に
し
か
な
い

テ
ー
マ
を
探
し
て

温
泉
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
へ



所管事務
調査

文教厚生委員会

　

令
和
６
年
２
月
５
日
（
月
）
に

愛
知
県
蟹
江
町
の
文
化
財
保
存

活
用
地
域
計
画
に
つ
い
て
行
政

視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

と
は
、
地
域
ご
と
に
作
成
す
る
文

化
財
の
保
存
と
活
用
に
関
す
る

総
合
的
な
計
画
で
、
平
成
31
年
４

月
１
日
施
行
の
改
正
文
化
財
保

護
法
に
よ
り
法
制
化
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
の
計
画
は
、
地
域
の
特

徴
を
生
か
し
た
振
興
と
文
化
財

の
継
承
を
目
的
と
し
、
地
域
総

が
か
り
で
文
化
財
を
守
り
、
活
か

し
、
伝
え
る
体
制
の
構
築
を
図
る

こ
と
に
よ
り
、
文
化
財
の
存
続
に

つ
な
げ
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

　

蟹
江
町
で
は
令
和
２
年
度
か

ら
３
年
間
を
計
画
期
間
と
し
計

画
策
定
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
度
に
蟹
江
町
を
代
表
す

る
川
祭
り
で
あ
る
須
成
祭
が
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録

さ
れ
た
こ
と
が
、
町
民
の
「
文
化

財
に
関
す
る
関
心
」
を
大
き
く
高

め
る
き
っ
か
け
と
な
り
、
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
全

体
を
巻
き
込
ん
で
の
計
画
づ
く

り
の
た
め
、
町
民
の
皆
さ
ん
や
地

域
の
小
中
学
生
の
意
見
も
取
り

入
れ
な
が
ら
策
定
業
務
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、「
長
門
市
は
令

和
４
年
９
月
１
日
に
ヒ
ス
ト
リ

ア
な
が
と
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
長

門
市
の
歴
史
文
化
に
対
す
る
市

民
の
関
心
を
高
め
る
た
め
の
き

か
っ
け
づ
く
り
は
出
来
て
き
て

い
る
と
思
う
。
本
市
の
文
化
資

源
を
有
効
活
用
す
る
た
め
に
も
、

行
政
と
関
係
機
関
、
市
民
そ
れ
ぞ

れ
が
協
力
し
、
保
存
・
活
用
を
考

え
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
を
具
現

化
す
る
に
は
文
化
財
保
存
活
用

地
域
計
画
の
作
成
に
早
急
に
着

手
す
る
必
要
が
あ
る
」
な
ど
の
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
２
月
６
日
（
火
）
は

愛
知
県
小
牧
市
で
窓
口
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
行
政
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

市
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
関
す

る
事
務
は
幅
広
く
複
雑
で
、
多

く
の
部
署
が
関
係
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
高
齢
化
の
進
展
や
地
方

分
権
の
推
進
な
ど
に
伴
い
、
市
民

ニ
ー
ズ
及
び
行
政
事
務
は
年
々

増
大
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新

た
な
課
題
に
対
応
で
き
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
が
一
層
必
要
と
な
っ

て
い
ま
す
。
小
牧
市
で
は
、
お
く

や
み
コ
ー
ナ
ー
の
設
置
や
休
日

開
庁
、
書
か
な
い
ス
マ
ー
ト
窓

口
や
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
民

間
業
務
委
託
な
ど
に
よ
り
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
効
率
化
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
予

約
制
で
専
門
の
部
屋
を
確
保
し
、

そ
こ
で
ほ
と
ん
ど
の
手
続
き
が

終
わ
る
よ
う
ご
家
族
の
負
担
軽

減
を
図
っ
て
い
ま
す
。
休
日
開
庁

サ
ー
ビ
ス
で
は
、
年
末
年
始
以
外

の
毎
週
日
曜
日
に
、
住
民
異
動

届
や
外
国
人
居
住
地
届
、
児
童
手

当
の
手
続
き
、
市
税
等
の
収
納
、
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愛知県蟹江町（かにえちょう）＜視察先＞

テーマ１ 文化財保護について

テーマ２ 窓口サービスについて
＜視察先＞ 愛知県小牧市（こまきし）

文
化
財
保
存
活
用
地
域
計
画

作
成
の
早
期
着
手
を

▼民間委託している小牧市の窓口サービスの様子 証
明
書
の
発
行
等
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ス
マ
ー
ト
窓
口
で
は
、
職

員
が
作
成
し
た
申
請
書
等
に
「
確

認
・
署
名
」
を
す
る
だ
け
の
ス
タ

イ
ル
を
と
っ
て
お
り
、
書
類
の
記

載
方
法
に
悩
む
こ
と
や
氏
名
や

住
所
等
を
何
度
も
書
く
必
要
が

な
く
、
簡
単
に
手
続
き
が
行
え
ま

す
。
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
民
間
委

託
で
は
、
民
間
事
業
者
の
創
意

工
夫
に
よ
り
、
快
適
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　

委
員
か
ら
は
、「
住
民
の
視
点

に
立
っ
た
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
充

実
に
向
け
て
、
定
期
的
に
見
直

し
、
市
民
に
と
っ
て
よ
り
便
利
に

な
る
よ
う
努
め
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

▼蟹江町で議長や担当課から説明を受ける様子

住
民
視
点
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

実
現
に
つ
い
て



所管事務
調査テ

ー
マ

議員定数等調査
特別委員会

長門市議会議員の
定数 及び 報酬 並びに 政務活動費 等について
長門市議会のあるべき姿を
調査研究し提案を行うこと

　

令
和
５
年
６
月
定
例
会
に
お
い
て

委
員
７
名
で
構
成
す
る
議
員
定
数

等
調
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
ま
し

た
。
委
員
会
の
調
査
事
件
及
び
目
的

は
、
長
門
市
議
会
議
員
の
定
数
及
び

報
酬
並
び
に
政
務
活
動
費
等
に
つ
い

て
、
長
門
市
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を

調
査
研
究
し
、
提
案
を
行
う
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
市
民
意
見
の
聴
取
、

各
調
査
研
究
項
目
に
係
る
資
料
収

集
、
関
係
者
及
び
関
係
団
体
と
の
意

見
交
換
、
議
員
間
討
議
及
び
委
員
間

討
議
を
行
い
、
こ
れ
ま
で
に
委
員
会

を
９
回
、
意
見
交
換
会
を
含
む
協
議

会
を
９
回
開
催
し
、
調
査
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

特
別
委
員
会
に
付
さ
れ
た
最
も
重

要
な
所
管
調
査
は
、
長
門
市
議
会
の

次
期
改
選
（
令
和
７
年
４
月
）
に
あ

た
っ
て
の
定
数
で
す
。
長
門
市
議
会

基
本
条
例
の
第
22
条
は
議
員
定
数
に

つ
い
て
定
め
て
い
ま
す
。
第
22
条
１

項
は
「
議
員
定
数
は
、
長
門
市
議
会

議
員
定
数
条
例
（
平
成
19
年
長
門
市

条
例
第
37
号
）
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

　令和５年６月 20 日に設置された議員定数等調査特別委員会は、令
和６年３月 21 日の本会議において、「定数」について、委員会として
の結論を報告しました。
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特
別
委
員
会
の

こ
れ
ま
で

６
月
26
日
▼

７
月
10
日
▼

８
月
１
日
▼

８
月
４
日
▼

８
月
21
日
▼

６
月
20
日
▼

10
月
17
日
▼

10
月
18
日
▼

10
月
26
日
▼

11
月
９
日
▼
●
意
見
交
換
会

　
（
三
隅
地
区
自
治
会
連
合
会
）

●
特
別
委
員
会
設
置

●
第
１
回
委
員
会

●
意
見
交
換
会

　
（
長
門
地
区
自
治
会
連
合
会
）

●
意
見
交
換
会

　
（
油
谷
地
区
自
治
会
連
合
会
）

●
意
見
交
換
会

　
（
日
置
地
区
自
治
会
連
合
会
）

●
第
５
回
委
員
会

●
山
口
県
市
議
会
議
員
研
修
会

●
第
４
回
委
員
会

●
長
門
市
議
会
議
員
研
修
会

●
第
３
回
委
員
会

●
第
２
回
委
員
会

令
和
５
年

よ
る
」と
あ
り
、第
２
項
に「
議
会
は
、

適
正
な
議
員
定
数
に
つ
い
て
、
必
要

に
応
じ
調
査
検
討
を
行
う
も
の
と
す

る
」
と
規
定
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
１
月
30
日
に
議
員
間
討
議
を

通
じ
て
全
議
員
の
意
見
聴
取
を
経

て
、
２
月
９
日
及
び
16
日
に
お
い
て
、

具
体
的
に
定
数
の
結
論
を
出
す
べ
く

委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
委
員
会

で
の
議
論
の
状
況
を
大
き
く
分
類
す

れ
ば
、
委
員
長
を
除
い
て
議
員
定
数

の
現
状
維
持
を
主
張
す
る
委
員
３

名
、
削
減
を
主
張
す
る
委
員
３
名
と

な
り
、
最
終
的
に
は
、
定
数
18
人
の

意
見
が
３
名
、
１
人
減
の
定
数
17
人

が
１
名
、
そ
し
て
２
人
削
減
の
定
数

16
人
が
２
名
と
な
り
、
委
員
間
討
議

を
重
ね
、
結
論
を
出
す
努
力
を
尽
く

し
ま
し
た
が
、
具
体
的
な
定
数
の
調

整
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

積
極
的
に
委
員
間
討
議
や

市
民
と
の
意
見
交
換

議
員
定
数
に
つ
い
て
は

意
見
が
分
か
れ
る
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●
中
間
報
告
（
本
会
議
）

●
第
９
回
委
員
会

●
第
８
回
委
員
会

●
第
７
回
委
員
会

●
意
見
交
換
会

　
（
長
門
青
年
会
議
所
）

●
意
見
交
換
会

　
（
長
門
商
工
会
議
所
）

●
中
間
報
告
（
本
会
議
）

●
意
見
交
換
会

　
（
長
門
法
人
会
）

●
第
６
回
委
員
会

12
月
11
日
▼

12
月
15
日
▼

１
月
23
日
▼

２
月
９
日
▼

２
月
16
日
▼

11
月
21
日
▼

２
月
22
日
▼

３
月
21
日
▼

▼定数についての結論を報告する
　重村委員長

定 　 数報 　 酬政 務 活 動 費

18人

月額　  7,500 円

年額　90,000 円

議長　　　425,000 円
副議長　　360,000 円
委員長　　335,000 円
副委員長　325,000 円
議員　　　320,000 円

令
和
６
年

　

定
数
を
現
状
維
持
の
18
人
と
主
張

す
る
委
員
の
主
な
意
見
と
し
て
は
、

「
市
政
の
課
題
が
山
積
す
る
中
で
多

様
な
民
意
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
も

現
時
点
で
の
削
減
は
考
え
ら
れ
な

い
」、「
各
種
団
体
と
の
意
見
交
換
を

重
ね
る
中
で
も
、
極
端
な
削
減
を
望

む
意
見
は
聞
か
れ
な
か
っ
た
が
、
定

数
の
削
減
で
は
な
く
、
議
会
基
本
条

例
に
基
づ
い
た
『
開
か
れ
た
議
会
、

信
頼
さ
れ
る
議
会
』
の
さ
ら
な
る
探

求
と
改
革
を
進
め
る
時
期
で
あ
る
」、

「
合
併
以
前
の
１
市
３
町
に
は
65
人

が
在
籍
し
、
身
近
に
議
員
が
存
在
し
、

地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い

た
が
、
現
在
の
定
数
18
人
で
は
議
員

の
姿
が
見
え
な
い
。
何
を
し
て
い
る

か
見
え
な
い
と
の
意
見
も
聞
く
。
こ

れ
以
上
の
削
減
は
見
え
な
い
議
員
、

議
会
を
さ
ら
に
加
速
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
」
と
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
定
数
削
減
を
主
張
す
る
委

員
の
主
な
意
見
と
し
て
は
、「
本
市

の
人
口
は
３
万
人
を
切
る
可
能
性
も

高
い
こ
と
な
ど
か
ら
選
挙
の
競
争
性

等
も
考
え
れ
ば
一
定
の
定
数
削
減
を

考
え
る
べ
き
時
期
に
き
て
い
る
」、

「
２
人
程
度
の
削
減
を
し
て
も
議
会

と
し
て
は
、
そ
の
機
能
を
失
わ
な
い

と
考
え
ら
れ
る
」
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。

　

３
月
14
日
に
開
催
さ
れ
た
議
員
全

員
協
議
会
で
は
、
議
員
定
数
に
つ

い
て
の
最
終
的
な
意
向
確
認
が
行
わ

れ
、
議
長
を
除
き
、
定
数
18
人
が
９

名
、
17
人
が
２
名
、
16
人
が
６
名
と

な
り
、
来
年
４
月
の
改
選
時
は
現
状

の
18
人
と
す
る
こ
と
で
結
論
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
議
員
定
数
等
調
査
特
別
委

員
会
の
調
査
事
件
で
あ
る
「
報
酬
並

び
に
政
務
活
動
費
等
」
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
の
意
見
交
換
会
や
、
近
隣

自
治
体
の
状
況
、
全
議
員
か
ら
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、
引
き
続
き
特
別

委
員
会
で
議
論
を
尽
く
し
、
今
後
の

長
門
市
議
会
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調

査
研
究
を
深
め
、
市
民
の
負
託
に
応

え
て
い
く
決
意
で
す
。

「報酬及び政務活動費」等
については、引き続き議論
を重ね、報告する予定です。

報
酬
等
に
つ
い
て
は

引
き
続
き
調
査

※
18
ペ
ー
ジ
写
真
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▼新型コロナの感染症法上の位
置付けが５類に移行して１年が
経過し、学校行事や会合が行わ
れるようになってコロナ前の
日常が戻ったかのように見えま
す ▼ しかし、人口減少が進んだ
地方都市にとってコロナ禍によ
る３年間の空白は大きく、景気
回復や少子化の解消に向け高い

委 員 長　　ひ さ な が 信 也
副委員長　　田 中 千 秋
委　　員　　林 　 哲 也
　 　 　 　 綾 城 美 佳
　 　 　 　 田 村 大 治 郎
　 　 　 　 米 弥 又 由

ながと市議会だより
発行／山口県長門市議会
編集／広報広聴常任委員会

岩﨑　昭夫 さん（81 歳）
東深川在住

ハードルを残しています ▼令和
６年度当初予算には少子化対策
としての子育て支援や、所得向
上、担い手確保を目的とした予
算が多く計上されました。今後
も長門市が持続可能なまちであ
るために、議員 18 人が緊張感
を共有して事業の推移を見定め
ていきます。（田村）

編集後記

表紙の説明

まちの声
長門市議会に関してインタビューを行いました

Ｑ議会だよりを読まれていますか。
Ａ 興味のある記事があれば見ている。
Ｑ 議員定数や議員報酬についてどう思いますか。
Ａ 定数は現状でちょうど良いのではないか、ただ以前に比

べて議員の姿が見えなくなったように思う。もっと活動
を活発に行うほうがよい。

Ｑ 市民の声が市政に活かされていると思いますか。
Ａ 長門市には誇るべき資源があるのに、そこにスポットが

当たっていないように見える。例えば、長門市は水産業
のまちであるのにそれに取り組む本気度に欠ける。ブラ
ンド化を目指したが宙に浮いた状態。歴史や文化財につ
いても同様で上手に活かされていない。

Ｑ 議会や議員に望むことはありますか。
Ａ 時代と共に変化はあるが真剣さはいつの時代にも必要。

議員はまちの緊張感と危機感を代表する存在でなければ
ならない。優先順位を考えて、もっと将来に対する緊張
感と危機感を持った姿勢を見せてほしい。

　今年の俵山しゃくなげ園は４月１
日に開園しました。見ごろは例年 13
日から20日ごろ。平成21年度に（社）
日本観光協会（現・（公社）日本観光
振興協会）が主催する第 11 回「花の
観光地づくり大賞」を受賞。春先の
見ごろの期間になると山の所有者が
解放してくださいます。来園者が増
える週末は、交通事故を防ぐため誘
導警備員の配置が必要なほど。花が
落ちたら地元有志の協力を得て月末
に花ガラ摘みを行います。

ご案内

←長門市議会
　YouTube
　チャンネル
　ＱＲコード

長門市議会では、議会活動の
見える化を目的にユーチュー
ブチャンネルを開設。時間や
場所に関わらずいつでもご覧
いただけます。

YouTube はじめました


